
●考え方～図的考察～

　△PQRの面積は，△ABCの面積から，△ABP，
△BCQ，△CARの面積の和を引けばよい。
　△ABCの面積を Sとして，△ABPの面積をm，
n，Sで表してみよう。
　△ABDの面積  △BCEの面積

  △CAFの面積　　　　  であるから，

△ABPの面積　　　    （△ABDの面積） 

よって，  　の値がわかれば , 同様に，   　，　

の値も同じ値として求められることから，

　△ABPの面積  △BCQの面積  △CARの面積
であることがわかる。

よって，△PQRの面積 ( △ABPの面積 )
である。（図 1参照）
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メネラウスの定理の活用

　　 ―三角形の各頂点とその対辺の同比内分点を

　　　  結んでできる三角形の面積について―

●三角形の各頂点とその対辺の同比内分点を

結んでできる三角形の面積を求めてみよう

　任意の△ABCにおいて，３辺BC，CA，ABをそ
れぞれ  に内分する点をD，E，Fとし，線分AD

●メネラウスの定理の活用

　△ACDと直線BEにメネラウスの定理を適用す

ると 　　　　　　　　 よって，     　　　　　　

である。

すなわち，

したがって，

であるから

　　　　　　　　　より，

△

同様に，△ABP  △BCQ  △CAR

よって，△

●研究

(1)  ,　　　 である定数 tに対し，
△ABCの３辺 BC，CA，ABをそれぞれ
に内分する点を D，E，F，ADと BEの交点を P， 
BEと CFの交点を Q，CFと ADの交点を Rと
するとき，△PQRの面積は△ABCの面積の何倍
になるか。tの式で表せ。とくに，△PQRの面積
が△ABCの面積の半分になるときの tの値を求
めよ。

⑵　⑴での tの式を  とする。 , 

　　　　 として，　　　　　　   を考えるとき，

定積分　　　　  の値を求めよ。

図 1

と BEの交点を P，線分 BEと
CFの交点をQ，線分CFとAD
の交点をRとするとき，△PQR
の面積はもとの△ABCの面積
の何倍になるか考えてみよう。


